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安心おとどけ隊

ニュースレター 

こんな相談が寄せられています この号の内容  

1 ご相談の内容 

2 安心おとどけ隊Ｑ＆Ａ③ 

3 NHK で報告の「無縁社会」

に思う 

4 利用者＆サポーター募集し

ています 

 

【3 月のセミナー】 

3 月 12 日（きゅ・ぽら） 

安心生活知識セミナー 

サポーター説明会 

安心おとどけ隊 Ｑ＆Ａ（その３） 

２０１０．０３．０１ 

 

第４号 

電話：(０４８)２５０-５５８７困った時お電話ください         

 

 

 

→サポーターの中には、ペットのことならできますというかたがけっこういらっしゃいますの 

で、お気軽にご相談ください・ 

 

  

→そんなことはありません。 

  どこのお住まいのかたでもＯＫです。すぐにはご利用がないとしても、お近くの人がお願い

したいという連絡をいただいたときにぜひご協力をお願いしたいので、まずは登録をしてお

いてください。 

 

 

 →ひまわりフレンドリーは、川口市の社会福祉協議会の事業で高齢者、障害者、産前産後のか

た、年齢に関係なく病気やケガで一時的に家事が困難なかたの家事などのお手伝いをするも

ので、年会費を払った会員が対象、30分 300 円です。安心おとどけ隊は、会員制ではなくど

なたでも利用ができ、サービス内容に制限はありませんが、1時間 1,000 円です。 

  

★ペットの散歩や預かりなど、できますか？ 

 

★サポーターは西川口周辺の人でないとだめですか？ 

 

★市でやっているひまわりフレンドリーとの違いは？ 

 

事務局には、さまざまな電話がかかってきます。 

・「父がデイサービスに行っているのですが、施設から帰ってきてから家

族が帰るまでの 1時間、話し相手になっていてほしい」 

・「透析で週 3回、病院に行っているのですが、家族がいつも付き添えな

いので、行けないときだけでもいっしょにいってほしい」 

・「粗大ごみを捨ててきてほしい」 

・「亡母の着物の処分をしたいのでいっしょに仕分けしてほしい」 

・「80 歳と 82歳の夫婦 2人暮らしなのですが、元気なので介護保険の認

定は受けていません。今、私が風邪になってしまい買い物に行けないの

で行ってきてほしい」 云々 

 

～内容によって、対処できることできないことなどがありますが、おと

どけ隊でできないことでも、他をお調べしたりご紹介したりして、なる

べく対応できるよう心がけています。 

ただ、今の困りごとは、サポーターが足らないことです。西川口周辺だ

けでなく広い範囲で利用者がいらっしゃいます。 

ぜひ多くの方に登録をお願いします！～ 

 



 

 

 安心おとどけ隊ニュースレター  

 

 

（ふりがな） 

氏名：  
生年月日：  年  月  日 

性別： 男 女 ○をおつけください 

住所：〒 電話： 

FAX： 

メールアドレス（ＰＣ・携帯）○をおつけください： 活動可能な曜日時間等： 

「安心おとどけ隊」でやってみたいお手伝いの内容・・□のなかにチェックを入れてください。 

 

資格・免許・特技など 

受付（        ） 

□買物の同行 □買物の代行 □買物の荷運び □水周り設備の簡易な手直し・部品交換

□大物洗濯 □散歩の同行 □ゴミ出し □電気設備の簡易な手直し・部品交換

□庭木の手入れ □草むしり □花木の水遣り □家電製品の使い方指導

□病院診察券提出 □薬の受領 □図書館への本返却 □パソコンの設定や使い方指導

□ペットの散歩や世話 □ペットの短期預かり □慶弔の代理出席 □屋内外の掃除とかたづけ

□お話相手・傾聴 □安否確認 □お墓参り同行・代参 □建物屋内外の簡易な手直し・補修

□年賀状や挨拶状の作成代行□その他、相談やちょっとした困りごと解決

1 月３１日ＮＨＫで放映された「～無縁社会～ 無縁死 3万 2千人の衝撃」は文字

通り、衝撃だった。 

自殺率が先進国の中でワースト 2位の日本。NHK が全国の自治体に調査したとこ

ろ、ここ数年「身元不明の自殺と見られる死者」や「行き倒れ死」など「新たな死」

が急増していることがわかってきた。なぜ誰にも知られず、引き取り手もないまま亡

くなっていく人が増えているのか。「新たな死」の軌跡をたどっていくと、日本が急

速に「無縁社会」ともいえる“絆”を失ってしまった社会に変わっている実態が浮き

彫りになってきた。 

「無縁社会」はかつて日本社会を紡いできた「地縁」「血縁」といった地域や家族

・親類との絆を失っていったのに加え、終身雇用が壊れ、会社との絆であった「社

縁」までが失われたことによって生み出されていた。 

また、無縁死に対して今や自治体が対応することも難しい中、自治体の依頼や将来

の無縁死を恐れる多くの人からの生前予約などで NPO や民間への需要が高まっている

こともわかって来た。日本人がある意味選択し、そして構造改革の結果生み出されて

しまった「無縁社会」。番組では「新たな死」が増えている事態を直視し、何よりも

大切な「いのち」が軽んじられている私たちの国、そして社会のあり方を問い直して

いた。  

これからますます、地域での支え合いが必要となる・・・改めて感じた。  

 

 
利用者＆サポーター（有償ボランティア）募集しています 
ご利用希望の方は、お気軽に事務局までお電話下さい。 

利用者を支えるためのサポーター（有償ボランティア）を募集しています。あなたのお力をお貸し

ください。サポーター登録希望の方は下記の申込書に記入しＦＡＸ送信してください。折り返し、こ

ちらから詳しくご案内させていただきます。 

「安心おとどけ隊」サポーター登録用紙（仮）ＦＡＸ：（０４８）２５０－５８０７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫで放映の ～無縁社会～ に思う  

 

 


